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(57)【要約】
　以下の逐次工程：１）（ａ）少なくとも１種の過酸を含有する水性配合物Ａを提供し、
（ｂ）紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物を含有する配合
物Ｂを提供する工程と、２）配合物Ａおよび配合物Ｂ、任意選択的に水を混合する工程と
を含む、即時使用可能な水性消毒剤組成物を製造する方法であって、得られる即時使用可
能な水性消毒剤組成物が、０．００５～５重量％の少なくとも１種の過酸と、紫外線照射
で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有機化合物とを含
有するように、配合物Ａおよび配合物Ｂの組成および工程２）で使用される混合比が選択
される方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の逐次工程：
　１）（ａ）少なくとも１種の過酸を含有する水性配合物Ａを提供し、（ｂ）紫外線照射
で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物を含有する配合物Ｂを提供する工
程と、
　２）前記配合物Ａおよび前記配合物Ｂ、任意選択的に水を混合する工程と
を含む、即時使用可能な水性消毒剤組成物を製造する方法であって、
　得られる即時使用可能な水性消毒剤組成物が、
　　０．００５～５重量％の少なくとも１種の過酸と、
　　紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有
機化合物と、
を含むように、配合物Ａおよび配合物Ｂの組成および工程２）で使用される混合比が選択
されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　配合物Ａが、１～５重量％を超える過酸含有率を有し、かつ工程２）における水での希
釈が、配合物Ａおよび配合物Ｂを混合した後６０分以内に行われることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　配合物Ｂが、水性配合物であることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　配合物Ｂが、少なくとも１種の界面活性剤Ｃを含有し、かつ得られる即時使用可能な消
毒剤組成物が、０．００１～３０重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃを含有すること
を特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の界面活性剤Ｃが、高発泡性界面活性剤であることを特徴とする請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の過酸の濃度が、紫外線照射で蛍光を示すことができる前記少なく
とも１種の有機化合物と過酸を接触させる前、水性配合物Ａ中で３重量％未満であり、か
つ前記即時使用可能な消毒剤組成物中の前記少なくとも１種の過酸の含有率が０．００５
～１重量％であることを特徴とする請求項１、３、４または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記水性配合物Ａが、前記少なくとも１種の過酸または前記少なくとも１種の過酸の前
駆体を水に添加することによって調製される、少なくとも１種の過酸を含有する水性配合
物Ａ１であり、かつ前記即時使用可能な消毒剤組成物中の前記少なくとも１種の過酸の含
有率が０．００５～１重量％であることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項８】
　前記水性配合物Ａが、少なくとも１種の前駆体および少なくとも１種の過酸化物源から
、少なくとも１種の過酸をｉｎ－ｓｉｔｕで生成することにより調製される、過酸化水素
および少なくとも１種の過酸を含有する水性配合物Ａ２であることを特徴とする請求項１
～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記水性配合物Ａが、互いに化学平衡にある、過酸化水素、少なくとも１種の過酸およ
び少なくとも１種の相当するカルボン酸を含有する水性配合物Ａ３であり、かつ得られる
即時使用可能な水性消毒剤組成物が、０．００５～１重量％の前記少なくとも１種の過酸
と、０．００６～１．２重量％の少なくとも１種の相当するカルボン酸と、０．０２５～
５重量％の過酸化水素とを含有することを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載
の方法。
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【請求項１０】
　前記過酸が、Ｃ１～Ｃ９過酸であることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記過酸が、Ｃ１～Ｃ３過酸であることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記過酸が、過酢酸であることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　混合工程２）が、即時使用可能な消毒剤組成物を適用する前４８時間以内に行われるこ
とを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法によって調製されることを特徴とする即時
使用可能な消毒剤組成物。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の即時使用可能な消毒剤組成物を使用する工程を含むことを特徴とす
る消毒方法。
【請求項１６】
　前記即時使用可能な消毒剤組成物が、消毒される表面に適用され、かつ即時使用可能な
消毒剤組成物の適用中および／または適用後、モニタリングのために、即時使用可能な消
毒剤組成物が適用された表面に紫外線が照射されることを特徴とする請求項１５に記載の
消毒方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性過酸（ペルオキシカルボン酸）型の即時使用可能な消毒剤を製造する方
法、即時使用可能な消毒剤、および即時使用可能な消毒剤を利用する消毒方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　明細書および特許請求の範囲において使用される「即時使用可能な消毒剤」という用語
は、消毒剤が使用者によって適用される濃度での消毒剤を意味する。
【０００３】
　モニタリング手段としてＵＶ（紫外線）照射すると蛍光発光する化合物を含有する消毒
剤が、（特許文献１）および（特許文献２）から知られている。かかる消毒剤によって、
適用の完全さの点から消毒剤が正しく使用されているかどうか、すなわち適用時に消毒す
べき基材表面のすべての部分に消毒剤が達しているかどうかを、消毒剤の適用中または適
用後に紫外線を基材表面に単に照射し、ヒトの眼によって蛍光を観察することによって、
決定することができる。
【０００４】
　水性過酸型の消毒剤においても先の段落に記載のモニタリング原理を用いることが望ま
しいであろう。
【０００５】
　しかしながら、水性過酸型の消毒剤に、紫外線照射で蛍光を示すことができる化合物を
単に添加することでは、満足かつ十分に持続可能な蛍光特性を有する消毒剤は得られない
。紫外線照射で蛍光を示すことができる化合物は、かかる消毒剤に含有される攻撃的な殺
生物剤、例えば、過酸、過酸と過酸化水素の組み合わせ、または過酸、相当するカルボン
酸および過酸化水素の組み合わせの存在下で急速な分解または化学変化を受ける；すなわ
ち、消毒剤は、その蛍光特性を急速に失い、それは使用者の観点から許容できない。
【０００６】
【特許文献１】国際公開第９８／２１５６９号パンフレット
【特許文献２】国際公開第９８／２００９４号パンフレット
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【特許文献３】国際公開第２００６／０１６１４５号パンフレット
【特許文献４】米国特許第５，４８９，７０６号明細書
【特許文献５】国際公開第９４／２０４２４号パンフレット
【特許文献６】米国特許第５，５４５，３７４号明細書
【特許文献７】米国特許第５，９６５，０３３号明細書
【特許文献８】米国特許第６，２５４，８０１Ｂ１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　紫外線照射で蛍光を示すことができる有機化合物を含有する、好ましくは界面活性剤も
含有する第２組成物と、過酸を含有する第１水性組成物を混合した場合に、必要とされる
持続可能な蛍光特性、すなわち消毒剤の使用寿命にわたって安定性である蛍光を有する、
水性過酸型の消毒剤を製造することが可能であることが現在見出されている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　したがって、本発明は、以下の逐次工程：
　１）（ａ）少なくとも１種の過酸を含む水性配合物（ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ）Ａを提
供し、（ｂ）紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物、好まし
くは少なくとも１種の界面活性剤Ｃを含む配合物Ｂを提供する工程と、
　２）配合物ＡおよびＢ、任意選択的に水を混合する工程と
含む、即時使用可能な水性消毒剤組成物を製造する方法であって、
　得られる即時使用可能な水性消毒剤組成物が、
　　０．００５～５重量％、好ましくは０．０１～０．５重量％の少なくとも１種の過酸
と、
　　紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有
機化合物と、
　　好ましくは、０．００１～３０重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃと、
を含有するように、配合物ＡおよびＢの組成および工程２）で使用される混合比が選択さ
れる方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の好ましい実施形態において、本発明による方法は、以下の逐次工程：
　１）（ａ）少なくとも１種の過酸またはその少なくとも１種の過酸の前駆体を水に添加
することによって調製された、少なくとも１種の過酸を含む水性配合物Ａ１を提供し、（
ｂ）紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物を含有する、好ま
しくは少なくとも１種の界面活性剤Ｃを含有する配合物Ｂを提供する工程と、
　２）配合物Ａ１およびＢ、任意選択的に水を混合する工程と
を含む、即時使用可能な水性消毒剤組成物を製造する方法であって、
　得られる即時使用可能な水性消毒剤組成物が、
　　０．００５～１重量％、好ましくは０．０１～０．５重量％の少なくとも１種の過酸
と、
　　紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有
機化合物と、
　　好ましくは、０．００１～３０重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃと、
を含むように、配合物Ａ１およびＢの組成および工程２）で使用される混合比が選択され
る方法である。
【００１０】
　第２の好ましい実施形態において、本発明による方法は、以下の逐次工程：
　１）ａ）少なくとも１種の前駆体および少なくとも１種の過酸化物源から、少なくとも
１種の過酸をｉｎ－ｓｉｔｕで生成することによって調製される、過酸化水素および少な
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くとも１種の過酸を含有する水性配合物Ａ２を提供し、（ｂ）紫外線照射で蛍光を示すこ
とができる少なくとも１種の有機化合物を含有する、好ましくは少なくとも１種の界面活
性剤Ｃを含有する配合物Ｂを提供する工程と、
　２）配合物Ａ２およびＢ、任意選択的に水を混合する工程と
を含む、即時使用可能な水性消毒剤組成物を製造する方法であって、
　得られる即時使用可能な水性消毒剤組成物が、
　　０．００５～５重量％、好ましくは０．０５～０．１重量％の少なくとも１種の過酸
と、
　　紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有
機化合物と、
　　好ましくは、０．００１～３０重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃと、
を含むように、配合物Ａ２およびＢの組成および工程２）で使用される混合比が選択され
る方法である。
【００１１】
　本発明による方法の第２の好ましい実施形態に従って製造される即時使用可能な消毒剤
組成物は、例えば０．００１～６重量％、好ましくは０．０５～０．１重量％の割合で過
酸化水素も含有する。
【００１２】
　第３の好ましい実施形態において、本発明による方法は、いわゆる水性平衡過酸型の即
時使用可能な水性消毒剤組成物、すなわち、化学平衡状態で存在する、必須成分の過酸化
水素、少なくとも１種の過酸、および１種または複数の相当するカルボン酸を含有する、
水性組成物、好ましくは水溶液をベースとする消毒剤を製造する方法である。「１種また
は複数の相当するカルボン酸」という用語は、１種または複数の指定の過酸に相当するカ
ルボン酸を意味する。本方法は、以下の逐次工程：
　１）（ａ）互いに化学平衡にある、過酸化水素、少なくとも１種の過酸および少なくと
も１種の相当するカルボン酸を含有する水性配合物Ａ３を提供し、（ｂ）紫外線照射で蛍
光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物を含有する、好ましくは少なくとも１
種の界面活性剤Ｃを含有する配合物Ｂを提供する工程と、
　２）配合物Ａ３およびＢ、任意選択的に水を混合する工程と
を含み、
　得られる即時使用可能な水性消毒剤組成物が、
　　０．００５～１重量％、好ましくは０．０１～０．５重量％の少なくとも１種の過酸
と、
　　０．００６～１．２重量％、好ましくは０．０１２～０．６重量％の少なくとも１種
の相当するカルボン酸と、
　　０．０２５～５重量％、好ましくは０．０５～２．５重量％の過酸化水素と、
　　紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０００１～３重量％の少なくとも１種の有
機化合物と、
　　好ましくは、０．００１～３０重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃと、
を含むように、配合物Ａ３およびＢの組成および工程２）で使用される混合比が選択され
る。
【００１３】
　本発明の方法で使用することができる過酸としては、Ｃ１～Ｃ９過酸が挙げられ、Ｃ１
～Ｃ３過酸が好ましい。過酢酸が最も好ましい。適切なＣ１～Ｃ９過酸の例としては、過
ギ酸、過酢酸、過プロピオン酸、過ノナン酸、例えば、モノクロロ過酢酸、ジクロロ過酢
酸、トリクロロ過酢酸およびトリフルオロ過酢酸などのハロゲン置換過酢酸が挙げられ、
特に、即時使用可能な消毒剤使用後の環境への優しさおよび生分解性から、ハロゲン非含
有過酸が好ましい。したがって、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、ノナン酸、および例えば、
モノクロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸およびトリフルオロ酢酸などのハロゲン
置換酢酸が、相当するカルボン酸の例である。
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【００１４】
　本発明による方法の工程１）において、水性配合物Ａおよび配合物Ｂが提供される。
【００１５】
　本発明による方法の第１の好ましい実施形態において、水性配合物Ａは、少なくとも１
種の固体過酸自体、または過酸前駆体の形態で水に添加することによって調製される、少
なくとも１種の過酸を含有するＡ１型の水性配合物である。好ましくは、水性配合物Ａ１
は水溶液である。適切な過酸（前駆体）の例としては、モノペルオキシフタル酸マグネシ
ウム６水和物、ジペルオキシドデカン酸およびフタルイミドペルオキシカプロン酸が挙げ
られる。水性配合物Ａ１は、時間の経過にしたがった過酸の平衡および／または分解挙動
の結果として、過酸化水素およびその過酸に相当するカルボン酸も含み得ることを理解さ
れたい。
【００１６】
　本発明による方法の第２の好ましい実施形態において、水性配合物Ａは水性配合物であ
り、特に、アシル化剤、例えばカルボン酸のエステルまたはアミドなどの少なくとも１種
の前駆体および少なくとも１種の過酸化物源から、過酸を任意選択的に触媒してｉｎ－ｓ
ｉｔｕで生成することによって調製される、少なくとも１種の過酸および過酸化水素を含
有するＡ２型の水溶液である。前駆体として有用な一般的なアシル化剤は、ノナノイルオ
キシベンゼンスルホン酸ナトリウム（ＳＮＯＢＳ）またはテトラアセチルエチレンジアミ
ン（ＴＡＥＤ）である。過酸化物源は、一般的な過酸化水素自体および／または過酸化水
素源、例えば過ホウ酸塩、過炭酸塩、過リン酸塩、過硫酸塩、および過ケイ酸塩などの無
機過酸塩が挙げられる。過酸のｉｎ－ｓｉｔｕでの生成は、例えば、（特許文献３）から
当業者には公知である。水性配合物Ａ２は、時間の経過にしたがった過酸の平衡および／
または分解挙動の結果として、過酸に相当するカルボン酸も含み得ることを理解されたい
。
【００１７】
　本発明による方法の第３の好ましい実施形態において、水性配合物Ａは、過酸化水素、
少なくとも１種の過酸および少なくとも１種の相当するカルボン酸を含有する、平衡過酸
水溶液の形態であるＡ３型の水性配合物である。
【００１８】
　平衡過酸水溶液およびその配合物は、例えば米国特許公報（特許文献４）、（特許文献
５）、米国特許公報（特許文献６）および米国特許公報（特許文献７）から周知である。
平衡過酸水溶液は、カルボン酸を過酸化水素と混合し、その混合物を水性媒体中で反応さ
せることによって調製される。好ましくは、カルボン酸の水溶液に過酸化水素を混合し、
例えば硫酸などの強酸の触媒作用下にて混合物を温度２５℃未満で反応させることによっ
て、調製される。化学平衡に達した後、得られた平衡過酸水溶液は、好ましくは２５℃を
超えない、例えば１０～２５℃の温度で保管される。
【００１９】
　水性配合物Ａ３の組成は、それぞれの平衡過酸水溶液を調製するために、特に、過酸化
水素、水および少なくとも１種のカルボン酸の間で選択される比に応じて、大幅に異なる
。例えば、水性配合物Ａ３は、３～１０ｐｂｗ（重量部）の過酸化水素：０．１５～２．
５ｐｂｗの少なくとも１種の過酸：１ｐｂｗの少なくとも１種の相当するカルボン酸の重
量比を示すことができる。好ましい水性配合物Ａ３は、例えば４０～８０重量％の水と、
１４～５０重量％の過酸化水素と、１～１７重量％の少なくとも１種の過酸と、０．１～
１７重量％の少なくとも１種の相当するカルボン酸とを含有する。水性配合物Ａ３として
使用することができる市販の平衡過酢酸水溶液の一例は、約６０重量％の水と、２５重量
％の過酸化水素と、６重量％の酢酸と、５重量％の過酢酸とを含有する、ＤｕＰｏｎｔ　
Ａｎｉｍａｌ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓからの製品ハイペロックス（Ｈｙｐｅ
ｒｏｘ）（登録商標）である。
【００２０】
　水性配合物Ａ３は、平衡過酸水溶液の調製時に触媒としての役割を果たす、少量の強酸
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、例えば硫酸などの鉱酸を３重量％まで含み得る。
【００２１】
　水性配合物Ａは、１種または複数の添加剤を含み得る。可能な添加剤の例は、遷移金属
封鎖剤（錯化剤、キレート剤）などの過酸化物分解安定剤；界面活性剤；例えば、米国特
許公報（特許文献８）に記載のような化合物など、水の硬度安定剤；緩衝剤；アルカリ性
無機塩などのｐＨ調整成分；粘度調整剤、例えば、増粘剤；共殺生物剤（ｃｏ－ｂｉｏｃ
ｉｄｅ）；腐食防止剤；ビルダー；触媒；芳香および色素；など、水性過酸型の消毒剤に
おいて従来から使用されている添加剤である。
【００２２】
　配合物Ｂは、好ましくは少なくとも１種の界面活性剤Ｃと併せて、紫外線照射で蛍光を
示すことができる少なくとも１種の有機化合物を含有する。配合物Ｂは非水性であっても
よい。しかしながら、好ましくは、配合物Ｂは水性組成物、例えば溶液、分散液またはエ
マルジョンであり、水溶液Ｂが特に好ましい。配合物Ｂが少なくとも１種の界面活性剤Ｃ
を含有しない場合、配合物Ｂは、紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の
有機化合物の水溶液である。配合物Ｂが非水性である場合には、配合物Ｂは、紫外線照射
で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物と、少なくとも１種の界面活性剤
Ｃと、を含有する。好ましい水性配合物Ｂは、例えば４０～９９重量％の水と、１～５０
重量％の少なくとも１種の界面活性剤Ｃと、紫外線照射で蛍光を示すことができる０．０
０１～１０重量％の少なくとも１種の有機化合物とを含有する。
【００２３】
　配合物Ｂ中に存在する、紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化
合物は、様々な種類の有機物質から選択することができる。「紫外線照射で蛍光を示すこ
とができる有機化合物」という用語は、紫外線照射下にて強い蛍光を発生することができ
る有機化合物を意味し；その分子に無機要素または部位を含むような有機化合物を除外す
ると理解すべきではない。例えば、有機イオンおよび無機対イオンからなる塩は明らかに
除外されない。紫外線照射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物は、例
えば、洗濯用洗剤において漂白剤（蛍光増白剤）として従来から使用されている有機物質
の中から選択される。配合物Ｂにおいて使用される、紫外線照射で蛍光を示すことができ
る好ましい有機化合物の一例は、ジスチリルビフェニルジスルホン酸ナトリウムであり、
チバ社（Ｃｉｂａ）からチノパール（Ｔｉｎｏｐａｌ）（登録商標）ＣＢＳ－Ｘとして市
販されている。
【００２４】
　既に述べたように、配合物Ｂは好ましくは、少なくとも１種の界面活性剤Ｃを含有する
。一般に、水性配合物Ａは界面活性剤Ｃを含有しないが、少なくとも１種の界面活性剤Ｃ
と異なる他の界面活性剤を任意選択的に含有することができる。しかしながら、少なくと
も１種の界面活性剤Ｃを含有する配合物Ｂの好ましい場合には、その少なくとも１種の界
面活性剤Ｃは、水性配合物Ａにも存在することができるが、配合物Ｂのみが少なくとも１
種の界面活性剤Ｃを含有することが好ましい。少なくとも１種の界面活性剤Ｃは、従来の
陰イオン性、非イオン性および／または両性界面活性剤から選択することができる。その
少なくとも１種の界面活性剤Ｃは、紫外線照射でより均質な蛍光を可能にし、紫外線照射
下での不明瞭なモニタリング結果を防ぐことを可能にする。界面活性剤Ｃとして、いわゆ
る高発泡性界面活性剤を使用することが好ましい。界面活性剤Ｃの高発泡性を明瞭にする
ために、以下の対照試験が行われる：０．２５重量％の過酸化水素と、０．０６重量％の
酢酸と、０．０５重量％の過酢酸とを含有する界面活性剤非含有平衡過酸水溶液に、対照
溶液において物質１００％で計算されたＣ１４～Ｃ１７第２級アルキルスルホン酸ナトリ
ウムの濃度が０．００６重量％に達するような量のホスタパー（Ｈｏｓｔａｐｕｒ）（登
録商標）ＳＡＳ　６０（クラリアント社（Ｃｌａｒｉａｎｔ）から市販のＣ１４～Ｃ１７
第２級アルキルスルホン酸ナトリウム）を添加することによって、対照溶液を調製する。
対照溶液３０ｍｌを１００ｍｌメスシリンダーＩに添加し、栓をする。メスシリンダーＩ
を１０回逆さにし、５分後および１時間後直ぐに泡の体積を測定する。第２の実験では、



(8) JP 2009-536649 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

０．０３重量％の界面活性剤Ｃを対照溶液に添加し、メスシリンダーＩと同様なメスシリ
ンダーＩＩに、得られた混合物３０ｍｌを添加する。栓をしたメスシリンダーＩＩを１０
回逆さにし、５分後および１時間後直ぐに泡の体積を測定する。メスシリンダーＩＩにお
ける泡の体積が、メスシリンダーＩにおける泡の体積よりも少なくとも１００％高い場合
、界面活性剤Ｃは、高発泡型の界面活性剤として分類される。各場合における泡の体積は
、１０回逆さにした１時間後に測定される。有用な高発泡性界面活性剤Ｃの例は、アクゾ
・ノベル社（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ）から市販のべロール（Ｂｅｒｏｌ）（登録商標）Ｄ
ＧＲ－８１（活性物質９５重量％：Ｃ９～Ｃ１１アルコールエトキシレートとアルキルグ
ルコシドとの混合物）およびマッキンタイアグループ社（ＭｃＩｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕｐ
，Ｌｔｄ．）から市販のマッカム（Ｍａｃｋａｍ）（登録商標）ＣＢＳ－５０Ｇ（活性物
質コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、４０重量％）を含む。
【００２５】
　配合物Ｂは、１種または複数の更なる添加剤を含み得る。可能な更なる添加剤の例は、
遷移金属封鎖剤、腐食防止剤、安定剤、粘度調整剤、ビルダー、色素および芳香である。
【００２６】
　本発明による方法の工程２）において、配合物ＡおよびＢ、および任意選択的にではあ
るが、好ましくは水が、例えば攪拌下にて混合される。
【００２７】
　特に、移動、保管および取り扱いの理由から、使用者の施設で行われる水性配合物Ａ１
またはＡ２の調製のために、使用者（本発明による方法を実施し、ならびに得られる即時
使用可能な消毒剤組成物を適用する人物）に前駆物質を提供することが好ましい。水性配
合物Ａ３の場合には、水性濃縮物を使用者に提供することが好ましい。同じ理由で、配合
物Ｂは好ましくは、非水性または水性濃縮物として使用者に提供される。
【００２８】
　原則的に、いずれの混合順序も可能である。このために、配合物ＡおよびＢ両方の組成
およびその相対比をそれに応じて選択する必要がある。配合物ＡおよびＢのうちの少なく
とも１種が濃縮物である場合には、配合物Ａおよび／またはＢと混合される水の割合も、
それに応じて選択する必要がある。原則的に、配合物ＡおよびＢの濃縮物を混合し、次い
で水で希釈することも可能である。配合物Ａが、例えば１～５重量％を超える高い過酸含
有率を有する濃縮物である場合、水希釈工程を遅らせず、かつ早めに、または好ましくは
直ぐに、例えば配合物ＡおよびＢを混合した後６０分以内に水で希釈を行うことは好都合
である。しかしながら、蛍光特性の持続可能性の点から最良の結果を得るには、紫外線照
射で蛍光を示すことができる少なくとも１種の有機化合物を特定の最低希釈度で過酸と接
触させることを可能にする条件下にて、配合物ＡおよびＢを接触させることが好ましい。
好ましくは、その少なくとも１種の過酸の濃度は、紫外線照射で蛍光を示すことができる
少なくとも１種の有機化合物と過酸を接触させる前、すなわち、濃縮された、または既に
水で希釈された配合物Ｂとそれを混合する前、水性配合物Ａにおいて３重量％未満であり
；得られる即時使用可能な消毒剤組成物が、その少なくとも１種の過酸の含有率３重量％
未満、例えば０．００５～１重量％を有するであろうことは自明である。すなわち、配合
物Ｂと混合する前に、少なくとも水性の配合物Ａを水で予め希釈することが好ましい。配
合物ＡおよびＢは、それらを混合すると、所望の組成を有し、かつ水でさらに希釈するこ
とによってその濃度を調節する必要がない、即時使用可能な消毒剤が得られるような程度
まで正確に水で予め希釈される。他の好ましい混合の選択肢は、相対的に濃縮された配合
物ＡおよびＢを適切な比で水に同時に添加すると同時に混合物を攪拌し、したがって、水
に配合物ＡおよびＢを添加するまさに最初から、希釈の好ましい効果が確保される方法で
ある。
【００２９】
　本発明による方法の工程２）が、好ましい手法で、すなわち希釈に水を使用する工程を
含む方法で行われる場合、純水、脱イオン水または蒸留水を使用することが好ましい。水
道水を使用することも可能であるが、この場合には、配合物ＡおよびＢのうちの少なくと
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も１種が、少なくとも１種の遷移金属封鎖剤を含むことが推奨される。
【００３０】
　さらに、蛍光特性の持続可能性の点から最良の結果を得るため、本発明による方法の工
程２）で得られる即時使用可能な消毒剤をその調製から（すなわち、混合工程２）の完了
後に計算された）４８時間以内、好ましくは２４時間以内に使用、すなわち適用すること
が好ましい。すなわち、即時使用可能な消毒剤を適用する前４８時間以内、さらに好まし
くは２４時間以内に、最も好ましくは適用する直前に、混合工程２）が行われるまで、水
性配合物Ａ１またはＡ２を調製するための前駆物質または配合物Ｂと分かれている水性配
合物Ａ３を保管することが好ましい。
【００３１】
　本発明はさらに、上述の方法に従って調製された即時使用可能な消毒剤を使用する工程
を含む、消毒方法を提供する。即時使用可能な消毒剤は、多数の微生物、特に細菌、ウイ
ルス、真菌類、芽胞、酵母および藻類などの病原性微生物に対して確実に有効である。例
えば、食品、牛乳、醸造または飲料産業；飼育、例えば、ウシまたは家禽の飼育、酪農業
、飼育バタリー（ｌａｙｉｎｇ　ｂａｔｔｅｒｙ）；医療または外科分野；衛生において
、様々な消毒に使用することができる。水循環システムの消毒において使用することがで
きるが、特に、表面消毒用途で、例えば、機械設備；装置；配管；容器；ボトル；衛生目
的；加工物の表面；家具；壁；床；天井または部屋全体または建築物；靴およびスタフ（
ｓｔａｆｆ）の保護布；運搬用車両、特にその車輪の消毒に、表面に適用することによっ
て使用される。即時使用可能な消毒剤と皮膚または粘膜との接触は避けるべきである。当
業者には、即時使用可能な消毒剤の適切な安全な使用の必要性を理解されよう。表面消毒
の目的のために、消毒される表面の種類に応じて選択される様々な適用方法によって、即
時使用可能な消毒剤を適用することができる。適用方法としては、単に最も一般的な方法
を挙げるとすると、吹付け（スプレー、噴霧）、ワイピング、はけ塗り、浸し塗りおよび
すすぎが挙げられる。場合によっては、即時使用可能な消毒剤を適用し、続いて、消毒剤
が効果を発揮した後に水によるすすぎを行うが；しかしながら、一般には、これは当ては
まらない。
【００３２】
　行われる特定の消毒作業に応じて、即時使用可能な消毒剤の希釈度は、少なくとも１種
の過酸の濃度範囲の下限、上限、または下限と上限の間で選択されるであろう。
【００３３】
　例えば、通常の消毒については、最終的な即時使用可能な消毒剤が、０．０２～０．０
３重量％の過酸と、紫外線照射で蛍光を示すことができる０．００１～０．１重量％の有
機化合物とを含有するように、配合物Ａを希釈し、配合物Ｂと混合することができる。か
かる即時使用可能な消毒剤は、従来手段によって、例えば背負い噴霧器または圧力洗浄器
セットを使用して、例えば施用量３００ｍｌ／ｍ2で予め清掃された表面に適用される。
【００３４】
　例えば、噴霧消毒については、最終的な即時使用可能な消毒剤が、０．４～０．６重量
％の過酸と、紫外線照射で蛍光を示すことができる０．００１～０．１重量％の有機化合
物とを含有するように、配合物Ａを希釈し、配合物Ｂと混合することができる。かかる即
時使用可能な消毒剤は、従来手段によって、例えば熱噴霧器（ｔｈｅｒｍａｌ　ｆｏｇｇ
ｉｎｇ　ｍａｃｈｉｎｅ）を使用して、例えば施用量１７ｍｌ／ｍ3で適用することがで
きる。
【００３５】
　例えば、装置の消毒については、最終的な即時使用可能な消毒剤が、０．０４～０．０
６重量％の過酸と、紫外線照射で蛍光を示すことができる０．００１～０．１重量％の有
機化合物とを含有するように、配合物Ａを希釈し、配合物Ｂと混合することができる。消
毒される装置を即時使用可能な消毒剤に浸し、取り出した後にすすいでもよいし、すすが
なくてもよい。
【００３６】
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　即時使用可能な消毒剤の適用中および／または適用後、好ましくは消毒剤が乾燥する前
、例えば１５分以内に、消毒剤が適用された表面をモニタリングのために紫外線照射する
ことができる。紫外線照射によって、使用者が、消毒剤が所望通りに完全に適用されたか
どうかを蛍光の観察または蛍光の欠如によって決定することが可能となる。例えば、任意
選択的にドープされた高圧、中圧および低圧水銀灯およびガス放電管、例えば低圧キセノ
ンランプなどの波長範囲２８０～４２０ｎｍの紫外線の従来の光源が、紫外線で表面を照
射するために使用される。一般に、蛍光は、ヒトの眼によって観察される昼光において十
分に明るい。しかしながら、蛍光の観察は、減光手段を取ることによって補助することが
できる。
【実施例】
【００３７】
　ｐｂｗは重量部を意味する。
【００３８】
　　（使用する材料）：
　配合物Ａ（ｉ）：ＤｕＰｏｎｔ　Ａｎｉｍａｌ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓか
らのハイペロックス（Ｈｙｐｅｒｏｘ）（登録商標）（２５重量％の過酸化水素と、６重
量％の酢酸と、５重量％の過酢酸とを含有する平衡過酢酸水溶液）。
　配合物Ａ（ｉｉ）：ソルベイ・ケミカル社（Ｓｏｌｖａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎ
ｃ．）からのＰｒｏｘｉｔａｎｅ（登録商標）５（２０重量％の過酸化水素と、１０重量
％の酢酸と、５重量％の過酢酸とを含有する平衡過酢酸水溶液）。
　配合物Ｂ（ｉ）：５．２重量％のチノパール（Ｔｉｎｏｐａｌ）（登録商標）ＣＢＳ－
Ｘと、５．２重量％の、アクゾ・ノベル社（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ）からのアムホラック
（Ａｍｐｈｏｌａｋ）（登録商標）ＹＣＥ（ココプロピレンジアミントリプロピオン酸ナ
トリウム）と、１１．３重量％のべロール（Ｂｅｒｏｌ）（登録商標）ＤＧＲ－８１と、
７８．３重量％の水との混合物。
　配合物Ｂ（ｉｉ）：４．６２重量％のチノパール（Ｔｉｎｏｐａｌ）（登録商標）ＣＢ
Ｓ－Ｘと、２６．０重量％のマッカム（Ｍａｃｋａｍ）（登録商標）ＣＢＳ－５０Ｇと、
６９．３８重量％の水との混合物。
【００３９】
　　（実施例１）
　配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）を蒸留水で希釈することによって、配合物Ａ（ｉ）ま
たはＡ（ｉｉ）の１重量％溶液を調製した。配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）の１重量％
溶液１００ｐｂｗに、配合物Ｂ（ｉ）０．１ｐｂｗまたは配合物Ｂ（ｉｉ）０．１１３ｐ
ｂｗを攪拌しながら添加した。このように調製された４つの最終的な即時使用可能な消毒
剤のいずれも、０．０５重量％の過酢酸および０．００５重量％のチノパール（Ｔｉｎｏ
ｐａｌ）（登録商標）ＣＢＳ－Ｘを含有した。
【００４０】
　調製直後、調製してから１時間後、２４、４８、７２、９６時間後および７日後に、ス
プレーボトルを用いて、非多孔性の黒色プラスチック表面上に即時使用可能な消毒剤を噴
霧した。それぞれの即時使用可能な消毒剤を１回噴霧した。２０ｃｍの距離から水銀紫外
線ランプ（３０２ｎｍで最大の発光スペクトル）で表面を照射した。部屋の照明条件は明
るかった（昼光条件、減光手段は取らなかった）。
【００４１】
　この溶液は、調製して７日後でさえ、紫外線への曝露で視覚的に強い蛍光を示した。
【００４２】
　　（実施例２）
　配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）１００ｐｂｗに、配合物Ｂ（ｉ）１０ｐｂｗまたは配
合物Ｂ（ｉｉ）１１．３ｐｂｗを攪拌しながら添加した。このように調製された４つの混
合物のいずれも蒸留水で直ぐに希釈し、０．０５重量％の過酢酸および０．００５重量％
のチノパール（Ｔｉｎｏｐａｌ）（登録商標）ＣＢＳ－Ｘを含有する最終的な即時使用可
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【００４３】
　実施例１に記載の手順に従って、即時使用可能な消毒剤を試験した。
【００４４】
　この即時使用可能な消毒剤は、調製して７日後でさえ、紫外線への曝露で視覚的に強い
蛍光を示した。
【００４５】
　　（実施例３）
　蒸留水で希釈を行うことなく、実施例２を繰り返した。蛍光の視覚的評価の結果を表１
に示す。
【００４６】
　　（実施例４）
　蒸留水で希釈することによって、配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）の３重量％溶液を調
製した。配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）の３重量％溶液１００ｐｂｗに、配合物Ｂ（ｉ
）１０ｐｂｗまたは配合物Ｂ（ｉｉ）１１．３ｐｂｗを攪拌しながら添加した。
【００４７】
　実施例１に記載の手順に従って、この混合物を試験した。蛍光の視覚的評価の結果を表
１に示す。
【００４８】
　　（実施例５）
　蒸留水で希釈することによって、配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）の２重量％溶液を調
製した。配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）の２重量％溶液１００ｐｂｗに、配合物Ｂ（ｉ
）１０ｐｂｗまたは配合物Ｂ（ｉｉ）１１．３ｐｂｗを攪拌しながら添加した。
【００４９】
　実施例１に記載の手順に従って、この混合物を試験した。蛍光の視覚的評価の結果を表
１に示す。
【００５０】
　　（実施例６）
　配合物Ａ（ｉ）またはＡ（ｉｉ）１００ｐｂｗに、配合物Ｂ（ｉ）１０ｐｂｗまたは配
合物Ｂ（ｉｉ）１１．３ｐｂｗを攪拌しながら添加した。最初に調製して０、１、６、２
４、４８、および７２時間後の時点で、このように調製された４つの混合物を蒸留水で希
釈した。混合物と蒸留水の比は実施例２と同じであった。
【００５１】
　このように調製された即時使用可能な消毒剤をその調製直後に、実施例１に記載の手順
に従って試験した。蛍光の視覚的評価の結果を表１に示す。
【００５２】
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【表１】

【００５３】
　表１から、過酸を含有する本発明の消毒剤が、十分に持続可能な蛍光を有し、時間の経
過にしたがって蛍光強度が減少することを示されている。特に、表１は、蛍光強度の減少
率への濃度および希釈条件の影響を示す。
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